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一最近の省エネルギー型全自動洗濯機の洗濯性能と洗剤の適合性－

　　　　　　○岩崎日和　山崎久生　宮本信夫（ライオン家庭科学研究所）

　[目的]演者らはこれまで、洗剤や洗濯機の変化による洗濯性能への影響について報告し

てきた。中でも家庭洗濯で使用される全自動洗濯機は、その保有率が60～70%と現在の我

が国の主流の洗濯機となってきたが、近年の環境志向などを背景に、これまで以上の短時

間洗濯、節水洗濯などの、省エネや省時間を訴求した全自動洗濯機がここ１～２年増加し

ている。木報では、これらの洗濯機の省エネ効果や各種洗濯性能について、それ以前の洗

濯機と比較検討し、洗剤も含めた今後の家庭洗濯の望ましいあり方について考察した。

　[方法]97年購入全自動洗濯機(6社.8機種､最大洗濯容量6～9Kg)、90年購入全自動洗濯機

(4社,4機種､同4～6Kg)を用い、各洗濯機標準(ファジイ)コースを中心に、被洗物量を変化

させ(lKg,最大洗濯容量の1/2量.最大洗濯容量)洗浄試験を行った。評価項目は、洗浄行程

(時間、水量)、洗浄性、洗いムラ、被洗物の損傷性(機械力)、被洗物の風合いなどである。

　[結果]97年購入の洗濯機の総使用水量は平均122 Lで、90年の場合と比較すると約34 L少

なくなっており、更に風呂水用ポンプを使用した場合には水道水使用量はさらに激減する。

また平均総洗濯時間は、43分(90年)から39分(97年)と短くなっており、節水・省時間が進

行していることが確認された。しかしこれら省エネ効果の反面、著しい低浴比化や省時間、

シャワーすすぎの採用などにより、被洗物量(汚れ量)当たりの洗剤量が減少するなど、各

種洗濯性能に対する影響も一部で危惧された。次代に向けた新しい洗濯を考える中で、洗

剤の使用方法も含めて、洗濯全体のパフォーマンスと省エネに対する配慮の最適なバラン
スを設計していく必要がある。
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　【目的】近年、衣料用液体洗剤が多く市販されるようになった。これらの洗剤は、従来最

も多く使用されていた直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩に代わり他の陰イオン・非イオ

ン界面活性剤が配合されている。これらの現状を調査するとともに、洗浄力及び生物分解

性を調べ、粉末洗剤と比較して、その消費性能を総合的に検討する。

　【方法】1)試料　液体洗剤７種、粉末洗剤３種とし、洗浄力試験のみ製造会社が同じ両先

剤３種ずつ。2)成分分析　水分・pH・エタノール可溶分・界面活性剤量(JIS K 3362)、蛍

光剤の部属(JIS L 1064)、配合量を測定する。3)洗浄力試験　ﾗｲｵﾝ法湿式汚染布及びEMPA

汚染布を用い、濃度・温度・硬度の影響を検討する。4)生物分解性　リバー・ダイ・アウ

ェイ法により、溶存酸素量(DO)、全有機炭素量(TOC)、界面活性剤量(MBAS)を測定する。

　【結果】1)成分　大手メーカーの液体洗剤は多くの販売店で市販され、成分にはアミン系、

脂肪酸系の界面活性剤が表示されていた。分析の結果、水分は約50％、PHは約10、エタノ

ール可溶分は33～55％で、表示されている配合率に近似していた。その界面活性剤の殆ど

が非イオン界面活性剤であった。検出された蛍光剤は、陰イオン性ジスチリルビフェニル

系であった。2)洗浄力試験　液体洗剤は粉末洗剤よりいずれも洗浄力が低い。高温ほど濃

度の影響が顕著で、低温での洗浄力は非常に低い。3)生物分解性　TOCは、液体洗剤は粉

末洗剤より消失が遅く、培養約25日後も残存した。 DOは、いずれも1～2日で最低値を示

し、約７日で回復した。 MBASは殆どが約７日で消失した。以上から、液体洗剤は使用しや

すいが、粉末洗剤に比べて洗浄力は低く、生物分解性もやや劣ると思われた。
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